2014年度　会計報告
2014年度は前年度の繰越金総額$17,862.98で始まりました。会員数が減少する中で先生への謝礼を何とか捻出するために写真や古本販売などでファンドレイズをし、地震後初めて、それ以前は恒例となっていたひよこ丼ガレージセールの復活大成功で、総収入は予算を若干上回る$14,373.92でした。さらに、MOEの補助金を受けていながらも経費節約を心がけていたため、総支出は予算を若干下回る$11,298.44となり、年度末の残高は前年よりの繰越を上回る$20,938.46となりました。
今年度の新たな収入源は大きく3つにわかれ、Ministry of Education (MOE)、Air Rescueとひよこ丼現金収入です。MOEからの補助金は団体の人数・セッションの長さ・定例会回数により金額が算出し年間2回に分けて支給され、今年度の合計$7,485.82でした。Air Rescueという団体より8月に$1,955.00財政支援をうけました。3つ目はひよこ丼現金収入で、会費$3,118.00、ファンドレイズ$1,055.60とその他$759.50を合計し$4,933.10でした。ひよこ丼のカジュアル会員は廃止となったままなので、正規会員のみ。会費は年会費と月会費の合計です。ファンドレイズは一番大きかったものがガレージセール$767.40、次に古本販売$108、ティータオル売り上げ$45とカンタベリー日本人会よりJapan Day参加お礼$50などがありました。その他はA&P Show入場料やバストリップの会費ですが一度収入として上げられますが、後に支出で相殺されるものです。昨年度から持ち越しとしてCommunity Organisation Grants Scheme (COGS)の助成金が$1,177.80ありました。
今年度末の支出合計は$11,298.44でした。支出元別にはMOE補助金より$4,517.40、ひよこ丼より$3,648.24、COGSより$460.26、Air Rescueより$1955.00でした。今年度の一番大きな支出はレント代$3,971（内暖房費$35）でした。例年はMOEの補助金でレント代がカバーされますが、今年度はAir Rescue全額$1,955.00をレント代にあて、残り$2,016.00をMOEよりだしました。二番目に大きな支出は先生への謝礼$2,262.84で、交通費の一部$460.26をCOGSからだし、残り$2,262.84はひよこ丼から賄われました。COGSは資金は、前年度の繰越$1,177.80から先生の実際の交通費のみに利用していました。しかし、使用目的範囲がかなりがぎられていたためすべては使い切れず、3月に使用期限を迎え、残念ながら未使用額$717.54を4月に返金しました。その為、4月以降の謝礼はすべてひよこ丼より賄われました。
MOE補助金の支出は項目別に、材料費$411.80、サプライ$0、備品$699.10、アクティビティー$1,242.35、管理費$198.15とレント代$2,016.00でした。各項目の補足説明としては、材料費は定例会で必要となる紙・リボン等の消耗品、サプライはコーヒー・紅茶や衛生上使うワイプなど必需／補給品、備品は本・DVD・おもちゃ・修理費等で、今年度は少し古くなって不敏があった電子ピアノを新しいもの$419.00に買い換えました。アクティビティーは、毎年恒例ジムナスティクス、バストリップとファーストエイドに加え、例年はこの項目に認められていなかった謝恩会のアクティビティー（パイレーツとズンバ）も日本語が使用されることを条件に、MOE補助金でカバーされることとなりました。管理費は銀行手数料や運営上必用書類のコピー代です。レント代は定例会会場に支払っている場所代と暖房費ですが、上記支出合計の欄に説明されている様、今年度の場所代は一年間で$3,971.00だったところAir Rescueの$1,955.00をレント代にあてたので、その約半分の$2,016.00がMOEからの支出となしました。各項目内の行事毎の金額や備品の詳細金額については別表の2014年度ひよこ丼収支報告をご覧ください。
ひよこ丼現金収入より支払われたものは、先生への謝礼$2,262.84、アクティビティー$402.50とその他$932.90でした。謝礼に関しては上記支出合計の欄に説明がありますが、MOEの補助金で給料を支払う事が認められていないため、基本的にはひよこ丼現金収入より支払っています。但し、今年は前年度よりCOGS残高の繰越しがあったため、実際の交通費$460.26をそのCOGSより出し、今年度謝礼合計$2,723.10よりそれを差し引いた$2,262.84がひよこ丼より支払われました。ひよこ丼部門のアクティビティーはMOE補助金の基準に満たない活動や経費で、クリスマス会・謝恩会での会員へのギフト、サンタへの謝礼などに使われました。その他の支出は、上記項目の使用条件に満たないもので、七夕の笹提供者・餅つき知識伝承者等奉仕で協力していただいた方への謝礼、ガレージセールの広告宣伝費やJapan Day参加に際しての衣装経費等に使用されました。
最後に、2014年度の主な特徴として、会員数の減少による会費収入の減額、2013年度が$4,460.00に対し今年度は$3,118.00でした。その反面、先生への謝礼は2013年度$2,795.90に対し今年度$2,723.10とほぼ変わらずでした。昨年に引き続き経費削減の為茶話会を設けました。今年度はさらに工夫し、木曜のセッションでは代表が中心となり始めと終わりの挨拶、アクティビティー、朗読時間などを設け、子供達が定例会同様に過ごせるようにしました。金曜のセッションでは、ファーストエイドや寺子屋講演等の会を設け、先生無しでの時間を有効に利用しました。さらに、地震後初のガレージセールの再開により約$800.00ほどの収入がありました。これは会員減少による収入減額を穴埋めできるほどの収入ではありませんでしたが、来年度の運営に大きく打撃を与る事が防げたため、来年度のひよこ丼会費の据え置きの決め手となりました。
なお、この会計報告書と共に、収支報告、年間行事内訳表、ターム2決算もひよこ丼ウェブサイトに掲載されますので、あわせてご覧ください。

